
      横田基地における新型インフルエンザの感染拡大防止 

      に向けた取組について（要請） 

 

 新型インフルエンザに関連してＷＨＯ（世界保健機構）は、警戒レベルをこ

れまでの「フェーズ４」から「フェーズ５」に引き上げたところであります。 

 横田基地においては、航空機により諸外国との往来が頻繁に行われている中

で、人口が密集した首都圏に所在する基地として、周辺住民はウイルスの侵入

に強い不安を抱いています。 

 このため、新型インフルエンザの感染拡大防止に向け、「人、動物及び植物

の検疫に関する合同委員会合意（平成８年１２月２日）」に基づく、検疫など

の具体的な措置を講ずるとともに、航空機による往来者については、成田空港

等で実施している体温測定のためのサーモグラフィーによる監視を行い、その

結果及び具体的な対策内容を、その都度、速やかに情報提供されるよう強く要

請します。 
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